
         

顔
の
な
い
男
の
子 

          



梗
概  

幼
い
頃
、
太
一
は
腑
抜
け
の
よ
う
に
独
り
言
を
つ
ぶ

や
く
叔
父
の
姿
に
目
を
奪
わ
れ
る
。 

 1
0

年
後
。
叔
父
の
奇
妙
な
癖
を
継
い
だ
太
一
は

日
々
独
り
言
を
つ
ぶ
や
き
、
母
亜
希
子
（4

5

）
を

は
じ
め
周
囲
か
ら
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
。 

同
級
生
の
り
な
（1

6

）
に
密
か
に
恋
心
を
抱
く
太

一
だ
っ
た
が
、
り
な
は
流
星
（1

6

）
に
思
い
を
寄

せ
て
お
り
、
二
人
の
交
際
を
遠
く
か
ら
見
て
い
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
。 

そ
ん
な
中
、
実
は
亜
希
子
と
流
星
が
で
き
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
、
亜
希
子
、
り
な
、
流
星
の
三
角
関
係

が
形
成
さ
れ
る
。 

 

動
揺
す
る
太
一
だ
っ
た
が
、
三
角
関
係
に
何
一
つ
介



入
で
き
な
い
ま
ま
、
り
な
の
敗
北
と
い
う
形
で
修
羅

場
が
終
わ
る
。 

太
一
の
傍
観
者
と
し
て
の
人
生
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て

い
き
、
気
が
つ
け
ば
終
幕
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

た
。 

             



《
登
場
人
物
》 

 

佐
藤
り
な
（1

6

） 

太
一
の
同
級
生 

棚
橋
亜
希
子
（3

5

）
（4

5

） 

太
一
の
母 

 

菊
池
流
星
（1

6

） 

太
一
の
同
級
生 

棚
橋
み
ゆ
（1

3
） 

太
一
の
妹 

陽
向
（1

5

） 

太
一
の
同
級
生 

沙
織
（1

6

） 

太
一
の
同
級
生 

教
師 

親
戚1

、2

、3
 

叔
父
（4

0

） 

太
一
の
叔
父 

 

棚
橋
太
一
（5

）
（1

6

）
（8

0

） 

高
校
生
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○ 

太
一

の
家
・
居
間
（
夜
） 

 
 

親
戚

1

、2

、3

、
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら

飲
み
食

い
し
て
い
る
。 

 
 

皆
、
喪
服

を
着

て
い
る
。 

 
 

叔
父
（4

0

）
が

部
屋
の
隅

っ
こ
で
じ
っ
と
テ

ー
ブ
ル
を

見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

親
戚

1

、
テ
ー
ブ
ル

の
上
の
寿
司
桶
か
ら
中
ト

ロ
を
と
る
。 

叔
父
「…

中
ト
ロ
（

と
つ
ぶ
や
く
）
」 

 
 

親
戚

2

、
エ
ン
ガ
ワ

を
と
る
。 

叔
父
「
エ
ン
ガ
ワ
」 

 

 
 

親
戚

3

、
や
り
い
か
を
と
る
。 

叔
父
「
や
り
い
か
」 
 

 
 

太
一
（5

）
、
不
思
議
そ
う
に
叔
父
を

見
つ
め

て
い
る
。 

 
 

親
戚

1

、
中
ト
ロ
を
と
る
。 

叔
父
「
中

ト
ロ
」 

 
 

親
戚

2

、
サ
ー
モ
ン

を
と
る
。 

叔
父
「
サ
ー
モ
ン
」 

 
 

サ
ー
モ
ン

の
シ
ャ
リ

に
緑

の
ギ
ザ
ギ
ザ

が
へ
ば
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り
つ
い
て
い
る
。 

 
 

親
戚

2

、
緑
の
ギ
ザ
ギ
ザ

を
剥
が
し
て

テ
ー
ブ

ル
に
置
く
。 

叔
父
「
（
緑
の
ギ
ザ
ギ
ザ

を
見

て
）
バ
ラ
ン
」 

太
一
「
（

は
っ
と
す
る
）
」 

 
 

 
 

太
一

の
母
亜
希
子
（3

5

）
、
醤
油
を

持
っ
て

や
っ
て
く
る
。 

亜
希
子
「

ご
め
ん
な
さ
い
。
お

醤
油
切
ら
し
ち
ゃ
っ

た
の
で
、
お
寿
司
に
つ
い
て
た
の
を

使
っ
て
く
だ
さ

い
」 

親
戚

1

「
い
や
、
お

構
い
な
く
」 

 
 

親
戚

1

、
魚
の
形
を
し
た
醤
油

さ
し
を

取
る
。 

叔
父
「
（
魚
の
醤
油

さ
し
を
見

て
）
ラ
ン
チ
ャ
ー

ム
」 

太
一
「
（

は
っ
と
す
る
）
」 

亜
希
子
「…

ほ
ら
。
あ
っ
ち
で

妹
と
遊
ん
で
な
さ
い

（
と
太
一

を
叔
父
か
ら
遠
ざ
け
る
）
」 

 
 

親
戚

1

、
中
ト
ロ
を
と
ろ
う
と
す
る
が
、
コ
ハ

ダ
に
変
え
る
。 

叔
父
「
中

ト…

コ
ハ
ダ
」 
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親
戚

2

、
マ
グ
ロ
を
と
る
。 

叔
父
「
マ
グ
ロ
」 

 
 

太
一
、
遠

く
か
ら
大
き
な

瞳
で
叔
父

を
じ
っ
と

見
つ
め
て
い
る
。 

 

○ 

太
一

の
家
・
居
間
（1

0

年
後
・
朝
） 

 
 

テ
ロ
ッ
プ
「1

0

年
後
」
。 

  
 

以
下
、
太
一
の

主
観
映
像

で
全
て
の

シ
ー
ン
が

進
む 

 
 

（
ト

書
き
に
指
定
の
な
い

限
り
太
一

の
視
線
は

固
定
と
す
る
） 

  
 

テ
ー
ブ
ル

に
座

る
太
一
（1

6

）
の
正
面

で
、

妹
の
み
ゆ
（1

3

）
が

パ
ン
を
袋

か
ら
出
し
て
い

る
。 

み
ゆ
「
（

キ
ッ
チ
ン

へ
）
マ
マ
、
ジ
ャ
ム
」 

亜
希
子
の

声
「
マ
マ

は
ジ
ャ
ム

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」 

み
ゆ
「
朝

か
ら
そ
う
い
う
の
い
い
か
ら
」 

 
 

亜
希
子
（4

5

）
、
ジ
ャ
ム

の
瓶
を
持

っ
て
や
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っ
て
く
る
。 

亜
希
子
「
（
渡

し
て
）
今
日
も

部
活
？
」 

み
ゆ
「
（

パ
ン
に
ジ
ャ
ム

を
ぬ
る
）
う
ん
」 

亜
希
子
「

ね
え
。
駅
前
の
デ
パ
ー
ト

で
ピ
カ
ソ
展
や

っ
て
る
の

知
っ
て
る
で
し
ょ
。

今
度
の
休

み
、
二
人

で
見
に
い
か
な
い
？
」 

み
ゆ
「
ピ
カ
ソ

と
か

興
味
な
い
し
」 

亜
希
子
「…

そ
っ
。
な
ら

マ
マ
、
お
友
達

と
い
っ
て

こ
よ
う
か
な
」 

 
 

 
 

み
ゆ
、
パ
ン
を
く
わ
え
て

立
ち
上
が
る
。 

み
ゆ
「
い
っ
て
き
ま
ー
す
！
」 

亜
希
子
「

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」 

 
 

テ
ー
ブ
ル

の
上

に
開
け
っ

放
し
に
な
っ
た
パ
ン

の
袋
。 

 
 

 

 
 

亜
希
子
、
気
づ
い
て
、
パ
ン
の
留
め

具
を
手
に

と
る
。 

亜
希
子
「
（
ボ
ヤ
く
）
っ
た
く
、
ち
ゃ
ん
と
こ
れ
で

と
め
と
か
な
き
ゃ
ダ
メ
で
し
ょ
」 

太
一
の
声
「
バ
ッ
グ
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」 

亜
希
子
「…

」 
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亜
希
子
、
一
瞬
、
太
一
を

見
る
。 

 
 

亜
希
子
、

バ
ッ
グ
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
で

パ
ン
の
袋

を
と
め
る
。 

亜
希
子
「…

さ
。
洗
濯
物

し
な
き
ゃ
」 

 
 

と
そ
そ
く
さ
と

去
っ
て
い
く
。 

 

○ 

電
車
内 

 
 

太
一

が
見
上
げ
る
先
に
以
下
の
広
告
。 

 
 

「
ピ
カ
ソ

展
開
催
」 

 
 

「
泣

く
女
」
の

絵
が
載
っ
て
い
る
。 

 

○ 

学
校
・
教
室 

 
 

太
一

の
席
の
前

で
、
り
な
（1

6

）
、
陽
向

（1
5

）
、
沙
織
（1

6

）
、
が
話

し
て
い
る
。 

陽
向
「
ピ
カ
ソ

展
？
」 

り
な
「
三
人
で
い
こ
う
よ
」 

沙
織
「
私

パ
ス
」 

り
な
「
陽
向
は
？
」 

陽
向
「
う
ー
ん
。
私

も
バ
イ
ト

あ
る
し
な
ー
」 

 
 

と
流
星
（1

6

）
、
や
っ
て
く
る
。 
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流
星
「
（
沙
織

へ
）
よ
う
」 

 
 

り
な
、
急
に
も
じ
も
じ
し
だ
す
。 

沙
織
「
流
星
。

ど
し
た
？
」 

 

流
星
「
悪

い
ん
だ
け
ど
世
界
史

の
教
科
書
貸

し
て
く

ん
な
い
？
」 

沙
織
「
な
い
。
う
ち
の
ク
ラ
ス

今
日
世
界
史

な
い
も

ん
」 

流
星
「
マ
ジ
か
（
と

困
る
）
」 

り
な
「…

あ
、
私
持

っ
て
る
け
ど
」 

 
 

り
な
、
慌
て
て

机
の
中
か
ら
世
界
史

の
教
科
書

を
取
り
出

す
。 

り
な
「
は
い
（
と
渡

す
）
」 

流
星
「
悪

い
な
」 

 
 

流
星
、
去

っ
て
い
く
。 

り
な
「
（

顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
）
」 

 

陽
向
、
沙
織
「
（
り
な
を

見
て
に
や
に
や
す
る
）
」 

り
な
「
（

気
づ
い
て
）
何
？
」 

陽
向 

「
ま
た
ま
た
ー
」 

り
な
「
全
然
わ
か
ん
な
い
」 

沙
織
「
い
や
い
や
い
や
」 
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り
な
「
（

困
っ
て
）
あ
！ 

そ
う
い
え
ば

ピ
カ
ソ
の

本
名
っ
て

メ
ッ
チ
ャ

長
い
っ
て

知
っ
て
た
？
」 

陽
向
「
話

ご
ま
か
し
た
」 

太
一
の
声
「
パ
ブ
ロ
・
デ
ィ
エ
ゴ
・
ホ
セ
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
」 

り
な
、
陽
向
、
沙
織
「…

」 

太
一
の
声
「
デ
・
パ
ウ
ラ
・
ホ
ァ
ン
・
ネ
ポ
ム
セ
ー

ノ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
ロ
ス…

」 

 
 

り
な
た
ち
、
気

ま
ず
そ
う
に
背
を
向

け
る
。 

  
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

太
一
の
声
「…

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ル
イ
ス
・
イ
・
ピ

カ
ソ
」 

 
 

教
壇

の
教
師
、
教
科
書
を
し
ま
う
。 

教
師
「
今
日
の
授
業

は
こ
こ
ま
で
」 

 
 

教
師
、
去

る
。 

 
 

流
星
、
教
科
書

を
持
っ
て
や
っ
て
く
る
。 

 
 

流
星

、
り
な
の

前
に
く
る
。 

流
星
「
こ
れ
、

サ
ン
キ
ュ
ー
（

と
返
す
）
」 
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り
な
「
う
ん
（
と
受

け
取
る
）
」 

流
星
「
佐
藤
っ
て
美
術
部

だ
っ
た
よ
な
」 

り
な
「…

そ
う
だ
け
ど
」 

流
星
「
い
や
、
さ
す
が
に

絵
が
う
ま
い
な
っ
て
（
と

笑
う
）
」 

 
 

流
星
、
去

っ
て
い
く
。 

り
な
「…

？
」 

 
 

り
な
、
返
さ
れ
た
教
科
書

を
開
く
。 

り
な
「
あ
ー
！
」 

 
 

太
一
、
前
屈
み
に
な
り
、

教
科
書
を
の
ぞ
き

込

む
。 

 
 

落
書

き
で
様
変

わ
り
し
た

ペ
リ
ー
の

写
真
。 

り
な
「
（
あ
ち
ゃ
ー
）
」 

 

○ 

電
車
内 

 
 

太
一

の
正
面
に
、
り
な
、

陽
向
、
沙
織

が
座
っ

て
い
る
。 

陽
向
「
菊
池
君

か
ー
」 

沙
織
「
あ
い
つ
、
中
学
か
ら
モ
テ
て
た
か
ら
な
あ
」 

陽
向
「
り
な
。
ど
こ
に
惚
れ
た
？
」 
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り
な
「…

手
、
か
な
」 

沙
織
「
手
？
」 

り
な
「
手

の
指
が
ね
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

み
た
い
に
長
く

て
き
れ
い
で
。

爪
も

ガ
ラ
ス
み
た
い
に
透
明

で
、
爪

の
根
も
と
の
白
く
な
っ
て
る
と
こ
あ
る
で
し
ょ
？
」 

沙
織
「
三
日
月

み
た
い
な
」 

太
一
の
声
「
爪
半
月
（
そ
う
は
ん
げ
つ
）
」 

り
な
「…

そ
こ
が
ね
、
真
珠
み
た
い
だ
っ
た
」 

 
 

り
な
、
照
れ
て
い
る
。 

り
な
「
（

思
い
切
っ
て
）

菊
池
君
の
タ
イ
プ

っ
て
ど

ん
な
人
？
」 

沙
織
「
い
や
、
そ
れ
は
聞
か
な
い
ほ
う
が
い
い
」 

陽
向
「
え
？ 

彼
女

い
る
の
？
」 

沙
織
「
い
な
い
と
思

う
け
ど…

あ
い
つ
、

年
上
の
芸

能
人
が
好

き
だ
っ
て

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」 

り
な
「
年

上
？
」 

陽
向
「
誰
？
」 

沙
織
「…

石
田
ゆ
り
こ
」 

り
な
「
え
？
」 

陽
向
「
あ
の
人
っ
て

何
歳
？
」 
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太
一
の
声
「5

3

歳
」 

陽
向
、
り
な
「…

」 

沙
織
「…

ね
え
、
ピ
カ
ソ

展
、
流
星

を
誘

っ
て
み
た

ら
い
い
じ
ゃ
ん
」 

り
な
「
え
、
ム
リ
だ
よ
。
ほ
と
ん
ど

話
し
た
こ
と
な

い
し
」 

陽
向
「
大
丈
夫

だ
よ
。
沙
織
が

サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ

る
か
ら
」 

沙
織
「
任

せ
と
け
」 

 
 

電
車
、
停

ま
る
。 

り
な
「
じ
ゃ
あ
ね
（
と
立
つ
）
」 

沙
織
「
あ
。
逃
げ
た
」 

り
な
「
逃

げ
て
な
い
か
ら
（
と

笑
う
）
」 

 
 

太
一
、
電
車
か
ら
降
り
る
り
な
の
後

ろ
姿
を
追

う
。 

 
 

太
一
、
ふ
と
視
線
を
感
じ
て
正
面
に

戻
す
。 

 
 

陽
向

と
沙
織
、

さ
っ
と
太
一
か
ら
視
線

を
逸
ら

す
。 
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○ 

太
一

が
見
上
げ
る
夜
空
（
夜
） 

 
 

月
が

出
て
い
る
。 

亜
希
子
の

声
「
み
ゆ
、
ご

飯
で
き
た
ー
！
」 

 
 

太
一
、
振

り
返

る
。 

 

○ 

太
一

の
家
・
居
間 

 
 

太
一

の
前
で
、

亜
希
子
、

み
ゆ
、
す
き

焼
き
を

食
べ
て
い
る
。 

 
 

み
ゆ
、
割
っ
た

生
卵
か
ら

白
い
糸
の
よ
う
な
も

の
を
取
り

除
い
て
い
る
。 

亜
希
子
「
（
見

て
）
そ
れ
も
食

べ
ら
れ
る
の
に
」 

太
一
の
声
「
カ
ラ
ザ
」 

み
ゆ
「
だ
っ
て

気
持

ち
悪
い
ん
だ
も
ん
。
こ
の
糸
み

た
い
の
」 

太
一
の
声
「
カ
ラ
ザ
」 

亜
希
子
「

そ
の
糸
、
栄
養
満
点

な
ん
だ
よ
」 

太
一
の
声
「
カ
ラ
ザ
」 

み
ゆ
「…

」 

亜
希
子
「…

ね
え
。

ピ
カ
ソ
展

だ
け
ど
。

マ
マ
、
お

友
達
と
い
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
。
も
し
か
し
た
ら
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帰
り
遅
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」 

み
ゆ
「
ふ
ー
ん
」 

 
 

み
ゆ
、
亜
希
子

を
見
る
。 

亜
希
子
「…

何
？
」 

み
ゆ
「
マ
マ
、

な
ん
か
オ
シ
ャ
レ
に
な
っ
た
」 

亜
希
子
「

そ
う
？
」 

み
ゆ
「
そ
の
友
達
っ
て
も
し
か
し
て

彼
氏
？
」 

亜
希
子
「
（
慌

て
る
）
や
だ
。
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い

っ
て
」 

 

○ 

同
・
太
一

の
部
屋 

 
 

太
一
、
天
井
を

見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

太
一
、
リ
モ
コ
ン
で
電
気

を
消
す
。 

 
 

暗
闇

に
灯
る
オ
レ
ン
ジ
色

の
豆
電
球
。 

太
一
の
声
「…

ナ
ツ
メ
球
」 

 

○ 

学
校
・
教
室
（
翌
日
・
朝
） 

 
 

太
一

の
席
の
前

で
、
り
な
、
陽
向
、
沙
織
が
話

し
て
い
る
。 

沙
織
「
あ
ー
、

世
界
史
の
小
テ
ス
ト
ダ
ル

い
」 
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り
な
、
世
界
史

の
教
科
書

を
見
て
い
る
。 

り
な
「
問
題
。

イ
ギ
リ
ス

の
正
式
名
称
は

何
で
し
ょ

う
？
」 

太
一
の
声
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北

ア
イ
ル
ラ

ン
ド
連
合…

」 

 
 

り
な
た
ち
、
気

ま
ず
そ
う
に
背
を
向

け
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 

太
一
の
声
「…

国
」 

 
 

り
な
、
背
伸
び
を
す
る
。 

り
な
「
あ
ー
、

今
日

も
一
日
疲

れ
た
ー
」 

 
 

陽
向
、
沙
織
に

目
配
せ
を
す
る
。 

 
 

沙
織
、
廊
下
を

見
る
。 

沙
織
「
（
叫
ぶ
）
流
星
！
」 

り
な
「
え
？
」 

 
 

流
星
、
や
っ
て
く
る
。 

流
星
「…

何
？
」 

沙
織
「
り
な
が

話
が
あ
る
っ
て
」 

り
な
「
（
ち
ょ
っ
と
！
）
」 
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流
星
「
佐
藤
が
？
」 

 
 

陽
向

と
沙
織
、
去
っ
て
い
く
。 

 
 

り
な
、
流
星
の

前
に
取
り

残
さ
れ
る
。 

り
な
「
（

焦
る
）
ご
め
ん
。
何

で
も
な
い
か
ら
。
う

ん
」 

流
星
「…
お
う
。
な
ら
い
い
け
ど
」 

 
 

流
星
、
去

ろ
う
と
す
る
。 

り
な
「
あ
！ 

や
っ
ぱ
り…

」 

流
星
「…

？
」 

り
な
「
（
も
じ
も
じ
し
て
）
沙
織
た
ち
が
い
け
な
く

て
、
菊
池
君
を
誘
え
っ
て
ど
う
し
て
も
い
う
か
ら…

も
し
よ
か
っ
た
ら
だ
け
ど
、
ピ
カ
ソ…

」 

流
星
「
ピ
カ
ソ
？
」 

り
な
「
ピ
カ
ソ

展
、
一
緒

に
見

に
い
か
な
い
？
」 

流
星
「
（

な
ぜ
か
慌

て
る
）
え
、
ピ
カ
ソ
、

佐
藤
も

い
く
の
？
」 

り
な
「…

？
」 
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○ 

太
一

が
見
上
げ
る
デ
パ
ー
ト
の
外
観
（
数
日

後
） 

 
 

「
ピ
カ
ソ

展
開
催
中
」
の

垂
れ
幕
。 

 
 

 
○ 
デ
パ
ー
ト
・
レ
ス
ト
ラ
ン

店
内 

 
 

太
一

の
前
で
、

亜
希
子
、
気
怠

そ
う
に

タ
バ
コ

を
吹
か
し
て
い
る
。 

太
一
「
（

む
せ
る
）
」 

 

○ 

同
・

ピ
カ
ソ
展 

 
 

太
一

の
前
で
、
り
な
と
流
星
が
絵
を

眺
め
て
い

る
。 

 
 

並
ん
で
立
っ
て
い
る

二
人

の
後
ろ
姿
。 

 
 

二
人

の
指
先
が

微
か
に
触

れ
る
。 

 
 

り
な
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
う
つ
む
く
。 

 
 

太
一
、
涙

を
流

す
。 

 
 

太
一

の
視
界
が

涙
で
塞
が
れ
る
。 

  
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
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太
一
、
ハ
ン
カ
チ
を
取
り

出
す
。 

 
 

太
一
、
ハ
ン
カ
チ
で
涙
を

拭
く
。 

 
 

晴
れ
た
視
界
の

先
で
、
流
星
と
亜
希
子

が
見
つ

め
合
っ
て
い
る
。 

 
 

太
一
、
驚

い
て

ハ
ン
カ
チ

で
何
度
も

目
を
こ
す

る
。 

 
 

が
、
や
は
り
流
星
と
亜
希
子
の
姿
。 

亜
希
子
「…

あ
の
子
、
そ
ろ
そ
ろ
お

手
洗

い
か
ら
戻

っ
て
く
る

頃
だ
わ
」 

流
星
「
（
亜
希
子
へ
）…

ず
っ
と
会
い
た
か
っ
た
で

す
」 

亜
希
子
「

ウ
ソ
。
や
っ
ぱ
り
若

い
子
が
好

き
な
の

よ
。
私
と
く
る
よ
り

若
い
子
と
き
た
ほ
う
が

楽
し
い

も
の
ね
」 

流
星
「
い
え
、

俺
は

亜
希
子
さ
ん
が

好
き
で
す
」 

亜
希
子
「
私
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
よ
」 

流
星
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
。

若
い
で
す
」 

亜
希
子
「

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
の
。
長
生
き
し
た
分
だ

け
色
ん
な
も
の
を
背
負
っ
て
る
か
ら
」 

流
星
「…

」 
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亜
希
子
「

ね
え
。
ピ
カ
ソ

の
本
名
、
知
っ
て
る
？
」 

流
星
「
本
名
？
」 

亜
希
子
「

そ
う
。
ピ
カ
ソ

の
本
名
と
同
じ
く
ら
い
、

私
は
色
ん
な
も
の
を

背
負
っ
て

生
き
て
る
の
」 

 
 

亜
希
子
、
流
星

の
も
と
か
ら
立
ち
去

る
。 

 
 

り
な
、
戻
っ
て
く
る
。 

太
一
の
声
「…
パ
ブ
ロ
」 

 

○ 

道
（
数
日
後
） 

太
一
の
声
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ…
」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
り
な
と
流
星
が

手
を
繋
い

で
歩
い
て
い
る
。 

 

○ 

教
室
（
数
日
後
） 

太
一
の
声
「
ネ
ポ
ム
セ
ー
ノ･

マ
リ
ー
ア…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
り
な
と
流
星
が

机
を
並
べ

て
弁
当
を

食
べ
て
い
る
。 

 

 
 ○ 

繁
華
街
（
数
日
後
・
夜
） 

太
一
の
声
「
レ
メ
デ
ィ
オ
ス
・
ク
リ
ス
ピ
ン
・
ク
リ
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ス
ピ
ア
ー
ノ…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
亜
希
子
と
流
星

が
腕
を
組

ん
で
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 

 
 

 
○ 
道
（
数
日
後
） 

太
一
の
声
「
ラ
・
サ
ン
デ
ィ
シ
マ
・
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド･

ル
イ
ス…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
亜
希
子
と
流
星

が
歩
い
て

い
る
。 

 
 

と
、

二
人
の
前

に
り
な
が

現
れ
る
。 

 
 

亜
希
子
と
り
な
、
対
峙
し
て
い
る
。 

 

○ 

学
校
・
教
室
（
一
ヶ
月
後
） 

 

太
一
の
声
「…

ピ
カ
ソ
」 

 
 

太
一

の
席
の
前

で
陽
向
と

沙
織
が
話

し
て
い

る
。
り
な
の
姿
が
な
い
。 

陽
向
「
り
な
、
ど
う
し
て
る
ん
だ
ろ
。
心
配

だ
な

あ
」 

沙
織
「
流
星
の
や
つ
、
り
な
泣

か
せ
た
ら
ぶ
ん
殴
っ

て
や
る
か
ら
」 
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○ 

太
一

の
家
・
居
間
（
夕
） 

 
 

太
一

の
前
で
、
り
な
と
亜
希
子

が
に
ら
み
合
っ

て
い
る
。 

り
な
「
こ
れ
か
ら
流
星
に
電
話

し
ま
す
」 

亜
希
子
「
私
は
譲
ら
な
い
か
ら
」 

り
な
「
そ
れ
は

流
星

が
決
め
る
こ
と
で
す
」 

亜
希
子
「…

そ
う
ね
」 

 
 

り
な
、
カ
バ
ン

か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り

出
す
。 

 
 

り
な
、
ス
マ
ホ

を
操
作
す
る
。 

流
星
の
声
「
も
し
も
し
」 

 
 

り
な
、
ス
マ
ホ

を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

置
く
。 

り
な
「…

流
星
。
ど
っ
ち
か
選

ん
で
」 

流
星
の
声
「
え
？
」 

り
な
「
私

か
お
ば
さ
ん
か
」 

亜
希
子
「

お
ば
さ
ん
っ
て
い
わ
な
い
で
」 

流
星
の
声
「
（
慌
て
る
）
え
、
り
な
、
ど
う
い
う
こ

と
？
」 

り
な
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
」 

流
星
の
声
「
え
」 

亜
希
子
「
流
星
。
あ
な
た
も
男

で
し
ょ
。

私
を
取
る
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か
こ
の
子

を
取
る
か
、
今
こ
の

場
で
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ

て
ち
ょ
う
だ
い
」 

流
星
の
声
「…

わ
か
り
ま
し
た
」 

 
 

り
な
と
亜
希
子
、
息

を
の
む
。 

流
星
の
声
「
俺

は…

」 

み
ゆ
の
声
「
た
だ
い
ま
ー
！
」 

 
 

み
ゆ
、
帰
っ
て
く
る
。 

 
 

み
ゆ
「
（

固
ま
る
）
え
？
」 

亜
希
子
「

み
ゆ
、
晩

ご
飯
ま
だ
だ
か
ら
自
分

の
部
屋

に
い
っ
て
な
さ
い
」 

み
ゆ
「
（
り
な
を
見

て
）
マ
マ
、
誰
？
」 

亜
希
子
「…

」 

り
な
「
（
み
ゆ
へ
）
あ
な
た
の

母
親
に
恋
人

を
取
ら

れ
ま
し
た
。
相
手
の

男
の
人
は
ま
だ

1
6

歳

で
す
」 

亜
希
子
「
何
い
っ
て
ん
の
。
そ
っ
ち
が
取

っ
て
き
た

ん
で
し
よ
」 

り
な
「
こ
っ
ち
が
先

で
す
」 

亜
希
子
「

こ
っ
ち
よ
」 

み
ゆ
「
（

驚
い
て
）…

マ
マ
、

ほ
ん
と
な
の
？
」 

亜
希
子
「
本
当

だ
と
し
た
ら
何
？ 

マ
マ

が
恋
し
た
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ら
ダ
メ
な
の
？
」 

み
ゆ
「…

」 

亜
希
子
「

あ
の
人
が

死
ん
で
か
ら
、

女
手
一

つ
で
必

死
に
あ
ん
た
を

育
て
て
。
み
ゆ
は
ず
っ
と

マ
マ
に
子

育
て
し
て
ろ
っ
て
い
う
の
？ 

マ
マ
が
恋

し
ち
ゃ
ダ

メ
な
の
？
」 

み
ゆ
「
そ
ん
な
こ
と
い
っ
て
な
い
。1

6

っ
て
私
と

3

歳
し
か
違
わ
な
い
じ
ゃ
ん
！
」 

 
 

み
ゆ
、
亜
希
子

へ
詰
め
寄

る
。 

み
ゆ
「
痛

っ
！
」 

 
 

み
ゆ
、
し
ゃ
が
み
込
ん
で

床
に
落
ち
て
い
た

靴

下
の
金
具

を
拾
う
。 

み
ゆ
「
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
に

靴
下
の
金
具

が…
」 

太
一
の
声
「
ソ
ク
パ
ス
」 

み
ゆ
「…

（
亜
希
子

へ
）
ロ
リ
コ
ン
！ 

そ
ん
な
の

ロ
リ
コ
ン

じ
ゃ
ん
！
」 

亜
希
子
「

ロ
リ
コ
ン

じ
ゃ
な
い
。
シ
ョ
タ
コ
ン
で

す
。
マ
マ
シ
ョ
タ
コ
ン
で
す
け
ど
何
か
？
（
と
開
き

直
る
）
」 

み
ゆ
「
最
低
！
」 
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み
ゆ
、
去
っ
て
い
く
。 

亜
希
子
「
（
流
星
へ
）
さ
あ
、

答
え
を
聞

か
せ
て
」 

流
星
の
声
「…

俺
が
り
な
の
こ
と
も

亜
希
子

さ
ん
の

こ
と
も
好

き
だ
と
い
う
気
持
ち
は
本
当
で
す
」 

り
な
、
亜
希
子
「…

」 

流
星
の
声
「
そ
れ
は

ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
。
で
も
ご
め

ん
。
実
は

今
他
に
付

き
合
っ
て
る
人
が
い
る
」 

り
な
、
亜

希
子
「…

？
」 

流
星
の
声
「
最
近
美
容
院

で
知

り
合
っ
て
、

大
学
生

の
人
な
ん
だ
け
ど
、

俺
、
そ
の

人
と
真
剣

に
付
き
合

い
た
い
と

思
っ
て
る
」 

り
な
、
亜
希
子
「…

」 

流
星
「
だ
か
ら
、
二
人
と
も
ゴ
メ
ン…

俺

と
は
別
れ

て
ほ
し
い
」 

 
 

電
話
、
切

れ
る
。 

 
 

り
な
、
カ
バ
ン

を
手
に
し
て
飛
び
出

す
。 

 

○ 

公
園 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
り
な
が
ベ
ン
チ

で
泣
き
な

が
ら
電
話

し
て
い
る
。 
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り
な
「
フ
ラ
れ
た…

う
ん
、
う
ん…

最
低

だ
よ…

大

丈
夫…

う
ん…

あ
り
が
と
う…

私
決
め
た…

い
つ
か

流
星
を
絶
対
に
見
返

す…

今
よ
り
も
っ
と
か
わ
い
く

な
っ
て…

い
っ
ぱ
い

恋
し
て…

流
星
よ
り
い
い
男
を

絶
対
見
つ
け
る…

」 

 
 

り
な
、
電
話
を

切
る
。 

 
 

り
な
、
カ
バ
ン

か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
取
り
出

し
、
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ

に
丸
め
て

投
げ
捨
て
る
。 

 
 

り
な
、
ベ
ン
チ

か
ら
立
ち

上
が
る
。 

 
 

凛
と
し
た

顔
で

太
一
の
ほ
う
へ

歩
き

出
す
。 

 
 

太
一
、
ハ
ン
カ
チ
を
差
し

出
す
。 

 
 

り
な
、
一
顧
だ
に
せ
ず
ハ
ン
カ
チ
だ
け

受
け
取

る
。 

 
 

り
な
、
去
っ
て
い
く
。 

 
 

太
一
、
ベ
ン
チ

へ
と
歩
き

出
す
。 

 
 

地
面

に
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に
な
っ
た
ピ
カ
ソ
展
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。 

 
 

太
一
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

見
る
。 

 
 

「
泣

く
女
」
の

絵
が
書
か
れ
て
い
る
。 

太
一
の
声
「
パ
ブ
ロ…

」 
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○ 

道
（1

年
後
） 

太
一
の
声
「
ホ
セ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
り
な
が
新
し
い

彼
氏
と
手

を
繋
い
で

歩
い
て
い
る
。 

 

○ 

大
学
・
食
堂
（3

年
後
） 

太
一
の
声
「
パ
ウ
ラ…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
カ
ッ
プ
ル

が
仲
良

く
食
べ

て
い
る
。 

 

○ 

会
社
・
オ
フ
ィ
ス
（5

年
後
・
夜
） 

太
一
の
声
「
ネ
ポ
ム
セ
ー
ノ…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
カ
ッ
プ
ル

が
い
ち
ゃ
つ
い

て
い
る
。 

 

○ 

道
（1

0

年
後
） 

太
一
の
声
「
デ…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
夫
婦

が
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
引

い
て
歩
い
て
い
る
。 
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○ 

道
（1

5

年
後
・
夜
）  

太
一
の
声
「
レ
メ
デ
ィ
オ
ス
・
ク
リ
ス
ピ
ン
・
ク
リ

ス
ピ
ア
ー
ノ…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
中
年

カ
ッ
プ
ル

が
路
上
キ

ス
を
し
て
い
る
。 

 

○ 

道
（1

0

年
後
） 

太
一
の
声
「
ラ…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
熟
年
夫
婦

が
手

を
繋
い
で

歩
い
て
い
る
。 

 

○ 

公
園
（1

0

年
後
） 

 

太
一
の
声
「
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ル
イ
ス…

」 

 
 

太
一

の
視
線
の

先
、
老
夫
婦
が
ベ
ン
チ

で
仲
良

く
寄
り
添

っ
て
い
る
。 

 

○ 

病
院
・
廊
下
（1

0

年
後
） 

 

 
 

太
一
（8

0

）
、
廊
下

を
歩

い
て
い
る
。 

 
 

太
一
、
ト
イ
レ

に
入
る
。 

 
 

太
一
、
ゆ
っ
く
り
と

鏡
の

前
に
立
つ
。 
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そ
の

顔
が
一
瞬
、
映

し
出

さ
れ
て…

 

太
一
の
声
「…

ピ
カ
ソ
」 

（
お
わ
り
） 

              


